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Ⅰ 一般学力検査結果の概要 

  

 令和３年３月８日（月）・９日（火）に実施した広島県公立高等学校入学者選抜における一

般学力検査について，その概要を取りまとめたので，今後の学習指導の参考としてください。 

 

１ 出題について 

 一般学力検査問題の出題に当たっては，中学校学習指導要領に示された各教科の目標に基

づき，分野・領域のバランスに留意するとともに，基礎的・基本的な内容を中心に出題した。

また，総合問題や記述問題などを取り入れることによって，思考力，判断力及び表現力等を

みるよう配慮した。 

 出題の大問数等については，次のとおりである。なお，英語においては，例年どおり実音

聴取による問題を出題した。 

 

各教科における設問数 

内容 国語 社会 数学 理科 英語 合計 

 大問数 ４ ４ ６ ４ ４ 22 

 設問数 21 22 19 25 24 111 

 選択問題 ３ 10 ２ ７ ９ 31 

 記述問題等 18 12 17 18 15 80 

    ＊ 記述問題等には，漢字の書き取りや選択した理由を併せて記述する設問を含めている。  

 

２ 検査結果の概要について   

  各教科の平均点，標準偏差及び得点分布については，次のとおりであった。 

 

各教科（50点満点）の平均点 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 ５教科平均 

令和３年度 21.5 26.5 21.1 24.4 21.1 22.9 

令和２年度 26.5 22.0 28.2 28.6 23.9 25.8 

 

各教科（50点満点）の標準偏差 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 

令和３年度 7.7 9.1 9.3 11.7 11.9 

令和２年度 8.4 10.1 12.2 12.5 10.4 
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（各教科の得点分布） 

  

  

  

 

５教科合計の平均点は昨年と比べ下降した。得点分布の状況を示すグラフの全体の形はその

中央が高くなった山形になっている。全体として知識及び技能を活用して課題を解決するため

に必要な思考力，判断力及び表現力等が十分に身に付いていないと考えられる。 

各教科の得点分布を比較すると，国語及び数学では全体の中央が高くなった山形となってお

り，応用的な問題に十分に対応できていない受検者が多いと考えられる。社会では全体の形が

右寄りの山形になっており，基礎的・基本的な学習内容が定着している受検者が多くいると考

えられる。理科では全体の形がなだらかな山形，英語では，全体の形が左寄りの山形になって

おり，いずれも基礎的・基本的な学習内容の定着が不十分な受検者が多くいると考えられる。 
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教科別にみると，国語については，昨年と比べ平均点は下降した。30％以下の得点層に属す

る受験生が多く，60％を超える得点層に属する受検者は減少した。今後学習を進めていく上で

の基盤となる「漢字の読み」と「漢字の書き取り」についての正答率はそれぞれ95.9％，90.2

％と高い。領域別にみると，説明的な文章についての正答率が低い傾向がみられる。また，話

の展開に即して人物の心情を的確に捉え，語句や描写などについて，その意味や効果を評価し

ながら読み，それを適切に表現する力に課題があると考えられる。 

社会については，昨年と比べ平均点は上昇した。30％以下の得点層に属する受検者は減少し

たものの，全体の 12.1％と少なくない。分野別にみると，公民についての正答率が低い傾向が

みられる。また，歴史的分野と公民的分野を融合した出題において，資料を読み取って考察し，

それを表現する力に課題があると考えられる。 

数学については，昨年と比べ平均点は下降した。60％を越える得点層に属する受検者が大幅

に減少した。30％以下の得点層に属する受検者は増加し，全体の 27.1％と多かった。今後学習

を進めていく上での基盤となる「簡単な数・式の計算」については正答率の平均は 78.6％と高

い。領域別にみると，図形についての正答率が低い傾向がみられる。また，統計について，与

えられた資料を基に，事象を数学的に判断し，その理由を数学的な表現を用いて説明する力に

課題があると考えられる。 

理科については，昨年と比べ平均点は下降し，60％を越える得点層に属する受検者が減少し

た。30％以下の得点層に属する受検者は増加し，全体の 25.7％と多かった。領域別にみると，

「エネルギー」を柱とする領域についての正答率が低い傾向がみられる。また，「地球」を柱

とする領域において，温暖前線に伴う雲の特徴について考察し，それを表現する力に課題があ

ると考えられる。 

英語については，昨年と比べ平均点は下降した。30％以下の得点層に属する受検者は増加し，

全体の38.2％と多かった。領域別にみると，日常生活の場面において，表現内容を工夫してコ

ミュニケーションを行うことについて正答率が低い傾向がみられる。特に，会話文の内容に基

づいて，自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書く力に課題があると考えられる。 

５教科に共通した課題としては，日常生活などを想定した課題解決の場面で，資料等から読

み取った情報を，既習の知識や学習内容等と関連付けて考察し，自分の考えをもったり判断を

したりして，その過程や結果を表現することが十分にできていない点が挙げられる。 

 この点を改善するためには，まず，日常生活や自然・社会における事象の考察，また，コミ

ュニケーションの場面などにおいて，目的や状況等に応じて判断したり表現したりするのに適

当な課題を設定することが重要である。そして，その課題を解決する過程において，精査した

情報を基に自分の考えを形成して文章や発話によって表現し，さらに，お互いの考えを適切に

伝え合い多様な考えを理解したり，集団としての考えを形成したりして，自分の考えを広げた

り深めたりすることが重要である。この学習指導を行う際に大切なのは，それぞれの教科の特

質に応じた見方・考え方を働かせて思考・判断させていくことである。新学習指導要領及び広
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島版「学びの変革」アクション・プランにおける「主体的な学び」において大切なことは，各

教科等の内容の本質的な理解である。そのためには，習得・活用・探究の過程の中で，各教科

における見方・考え方を働かせる学びを設定するとともに，教科等横断的な視点を取り入れた

指導を行うことで，深い学びにつなげていくことが重要である。 

また，高等学校においても，各教科・科目の系統性を理解した上で，義務教育段階の指導状

況や生徒の発達段階，生徒の言語能力を踏まえ，授業の構成や指導の在り方を工夫・改善して

いく必要がある。 
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Ⅱ 各教科の出題のねらい及び正答率と指導のポイント 

 

国  語 

 

１ 出題のねらい及び正答率  

 

現代文（文学的な文章，説明的な文章），古典及び様々な形態の文 章 に よ っ

て，平素の学習で身に付けた基礎的・基本的な表現力や理解力，また，思考力や想像力など

をみる。 

 

各問題のねらい（以下，（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

 一は，文学的な文章について，想像力などを働かせて，場面や人物の心情などを的確に捉

え，それを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

  １ 漢字を正しく読むことができる。（ア 98.5％，イ 90.0％，ウ 99.１％） 

  ２  文脈に即して場面を的確に捉えることができる。（51.1％） 

 ３ 文脈に即して人物の心情を的確に捉え，それを適切に表現することができる。（8.9％） 

  ４ 慣用句について理解している。（94.2％） 

 ５ 話の展開に即して人物の心情を的確に捉え，語句や描写などについて，その意味や効果

を評価しながら読み，それを適切に表現することができる。（Ⅰ 16.0％，Ⅱ 16.7％） 

 

  二は，説明的な文章について，思考力などを働かせて，文章の論理的な構成や展開などを

的確に捉え，それを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

  １ 漢字を正しく書くことができる。（ア 89.5％，イ 90.9％） 

 ２ 接続の言葉の働きについて理解している。（72.0％） 

３ 論の展開に即して内容を的確に捉えることができる。（41.4％） 

  ４ 論の展開に即して要旨を的確に捉え，それを適切に表現することができるとともに，目

的に応じて必要な情報を読み取り，それを適切に表現することができる。 

（（１）Ⅱ 10.7％，Ⅲ 15.0％，（２）2.2％） 

  

三は，古典について，基礎的事項の理解，文章の内容などを的確に捉え，それを適切に表

現するなどの力をみる問題である。 

 １ 歴史的仮名遣いについて理解している。（92.6％） 

２ 文脈に即して内容を的確に捉えることができる。（66.1％） 
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 ３ 文脈に即して内容を的確に捉え，それを適切に表現することができる。（5.9％）  

  ４ 目的に応じて文章の内容を的確に捉え，自分の考えを述べる文脈の中に，古典に表れた

ものの見方や考え方を取り入れて表現することができる。（Ⅱ 38.4％，Ⅲ 28.3％） 

  

四は，様々な形態の文章について，思考力や想像力などを働かせて，自分の考えをまとめ，

それを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

目的に応じて資料を読んで自分の考えをもち，具体的な例を挙げて文章を構成し，それを

適切に表現することができる。（6.6％） 

 

※正答率詳細 

国語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

ア 98.5 0.0 0.8 0.7

イ 90.0 0.0 8.9 1.0

ウ 99.1 0.0 0.6 0.3

２ 51.1 2.4 44.9 1.6

３ 8.9 28.2 51.3 11.6

４ 94.2 0.0 5.6 0.2

Ⅰ 16.0 20.4 52.2 11.4

Ⅱ 16.7 9.3 58.1 15.9

ア 89.5 0.0 6.9 3.6

イ 90.9 0.0 5.0 4.1

２ 72.0 0.0 27.9 0.1

３ 41.4 0.8 52.9 4.9

Ⅱ 10.7 28.1 53.9 7.3

Ⅲ 15.0 17.7 53.0 14.3

(2) 2.2 28.2 38.8 30.9

１ 92.6 0.0 5.2 2.2

２ 66.1 0.0 32.6 1.2

３ 5.9 12.7 69.8 11.5

４ Ⅱ 38.4 14.1 32.9 14.6

Ⅲ 28.3 16.1 39.8 15.8

四 6.6 64.0 19.9 9.4

三

１

５

１

４

問題番号

(1)

一

二

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

正答 部分正答 誤答 無答

 

２ 指導のポイント 

 

上記の結果から，定着に課題がみられた一の５を取り上げて説明する。 

 

(1) 育成を目指す資質・能力 

社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力の育成を目指

す。 

 

(2) 出題の意図 

この問題は，想像力などを働かせて，場面や人物の心情などを的確に捉え，語句や描写

などについて，その意味や効果を評価しながら読み，それを適切に表現する力が養われて
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いるかどうかを問う問題として作成した。 

具体的には，問題文の続きを，小説で読んだ生徒と，漫画化されたもので読んだ生徒が，

小説にはないせりふの書かれた漫画の一コマがあることに気付き，小説にはないせりふが，

なぜ漫画には書かれているのか，そしてそのせりふはどのようにして生み出されたのかを，

問題文の描写や表現の仕方と，漫画の描写とせりふとを関連付けて批評するという言語活

動を設定し，言葉による見方・考え方を働かせて思考したり，想像したりしたことを適切

に表現させる問題として作成した。 

 

(3) この問題を解く力を育成するには 

この問題を解く力を育成するための学習指導として，例えば，次のようなことが考えら

れる。 

① 文学的な文章を扱う単元において，「批評したことを伝え合う」という言語活動を設

定し，教科書内に取り上げられている文学的な文章を読ませるとともに，その文章が漫

画化や脚本化されたものを読ませたり，映像化されたものを見せたりする。 

② ①で読ませた文学的な文章と，その文章が漫画化や脚本化，映像化されたものについ

て比較し，同じ場面で使用されている語句や描写，表現の仕方にどのような相違点があ

るのか，気付いたことを挙げさせる。 

③ ②で比較して気付いたこと，例えば，「なぜ漫画のせりふでは，このような言葉や表

現が使われているのか」や，「なぜ脚本のト書きに，文章にはない主人公の動きが書か

れているのか」，「なぜ映像では，主人公の背景に，文章にはなかった海の景色が使わ

れているのか」などのような気付きについて，文学的な文章で使われている描写や表現

の仕方を根拠とした解釈を基に，それぞれの作品の表現の特性を批評をさせる。批評し

た内容や，文章と違う表現の仕方にすることによって生まれる表現の効果についての自

分の意見を，根拠を示しながらグループで説明するための資料を作成させる。 

  ④ ③で作成したものを使用して，グループ内で一人ずつ説明し，意見を共有する。さら

にグループで根拠を明確にしながら，解釈を深め，説明の内容を吟味させていく。グル

ープで吟味した批評や，表現の効果に関する説明を教師が集約する。 

⑤ ④で集約した各グループの批評や表現の効果に関する説明を提示し，同じ場面を他の

グループがどのような根拠と解釈で批評や説明をしているのかを，自分のグループのも

のと比較し，さらに吟味を重ねさせる。 

  ⑥ ⑤の活動で吟味された内容を発表させ，クラス全体で共有し，描写や表現の仕方の解

釈は文章と文章との比較だけではなく，文章以外で表現されたものとの比較をし，批評

することでも深まることを確認する。さらに，この学習で付けた力は，自分が表現して

伝える立場になったとき，効果的に相手に伝えるための工夫をする際にも役立つ力であ

ることに気付かせる。 
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(4) デジタル機器の活用 

   ①で漫画化や脚本化，映像化されたものの提示をする際にデジタル機器を活用すると，

選択した複数の画像と画像とを比較したり，自分が注目した場面の映像と脚本とを何度も

見比べて考察することが可能であるため効果的である。また，②で気付きを挙げる際に，

チャットなどで気付いたことを挙げさせると，即時にクラス全体で気付きを共有できる。

さらに，③で自分の意見をグループで説明するための資料を準備するときには，プレゼン

テーションソフトの活用が有効である。また，⑤で根拠との関連付けを確認しながら吟味

を重ねる際は，タブレット端末で資料と文章とを，同時に画面で可視化するなど，適宜デ

ジタル機器を活用すると効果的であると考えられる。  

 

(5) 留意事項 

指導に際しては，③の活動では，本文の言葉や表現を丁寧に読みながら解釈をさせ，文

章と文章以外で表現されたものの内容とが，どのように関連付いているのかを根拠を明確

にして，言葉で丁寧に説明させることに留意する。また，脚本化されたものを扱う場合は，

自分が演出家であれば，どのような演出をするかを話し合わせると，批評の根拠となる解

釈や，描写や表現の仕方についての考察がより深まると考えられる。さらに，漫画化や脚

本化，映像化された作品が複数存在する場合は，それぞれの作品と文章との関連付けをさ

せて，関連付けた内容について比較をさせると，解釈がより深められると考えられる。  
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社  会 

 

１ 出題のねらい及び正答率 

 

地理的分野，歴史的分野及び公民的分野の３分野にわたって，基礎的・基本的な知識・理

解，各種の資料を活用して考察し判断する能力及び考察した過程や結果を表現する能力をみ

る。 

 

各問題のねらい（以下，（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１ 地理的分野 

   観光を素材として取り上げ，地理的事象に関する基礎的・基本的な知識・理解，地図・

資料を読み取って考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。 

  １ アフリカの気候について理解している。また，乾燥した地域の人々の生活と環境との

関わりについて，地図・資料を読み取って考察し判断することができる。 

（（１）30.3％，（２）76.4％） 

  ２ 日本の寒い地域の暮らしの工夫について理解している。また，観光地の課題に対する

取組について，地図・資料を読み取って考察し，それを表現することができる。 

（（１）87.8％，（２）66.1％） 

  ３ 世界各地の人々の暮らしの特色について，地球上における位置と関連付けて考察し判

断するとともに，衣服・住居・宗教のテーマに沿って，それを表現することができる。

（22.7％） 

 

２ 歴史的分野 

   日本の貨幣経済を素材として取り上げ，歴史的事象に関する基礎的・基本的な知識・理

解，資料を読み取って考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。 

  １ 和同開珎について理解している。また，和同開珎が発行されたころの日本の様子につ

いて理解している。（（１）60.5％，（２）62.6％） 

  ２ 勘合貿易について理解している。（54.9％） 

  ３ 江戸時代の農業技術の発達の具体例について，図を読み取って考察し判断することが

できる。（31.0％） 

  ４ 日本銀行が設立された理由について，資料を読み取って考察し，それを表現すること

ができる。（記号 36.8％，ｃ7.3％） 
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３ 公民的分野 

    日本の地方自治を素材として取り上げ，社会的事象に関する基礎的・基本的な知識・理

解，資料を読み取って考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。 

  １ 東京都の転入超過数が他の道府県と比べて多いことについて，その理由を捉えること

のできる資料を考察し判断することができる。（89.4％） 

  ２ 地方交付税交付金について理解している。（Ｘ 50.4％，理由 23.4％） 

３ 地方分権について，資料を読み取って考察し，それを表現することができる。 

（ 8.1％） 

４ 地方自治のしくみについて，図を読み取って考察し，それを表現することができる。

また，直接請求権について理解している。（（１）12.9％，（２）27.7％） 

５ 地域を活性化する取組について，資料を読み取って考察し，それを表現することがで

きる。（21.2％） 

 

４ 総合分野 

  技術革新による防災への取組を素材として取り上げ，地理的・歴史的・社会的事象につ

いての総合的な理解，資料を読み取って考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題

である。 

  １ 自然災害が発生しやすい地形について理解している。（71.5％） 

  ２ 中世に開発された治水の技術について，地形図・資料を読み取って考察し判断するこ

とができる。（83.2％） 

  ３ プライバシーの権利について理解している。また，自然災害が発生したときの対応に

ついて，情報技術革新と関連付けて考察し，それを表現することができる。 

（（１）62.7％，（２）49.5％） 
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※正答率詳細 

社会 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

(1) 30.3 0.0 69.5 0.3

(2) 76.4 0.0 23.4 0.2

(1) 87.8 0.0 12.2 0.1

(2) 66.1 12.1 20.6 1.3

３ 22.7 55.5 20.4 1.4

(1) 60.5 0.0 39.4 0.1

(2) 62.6 0.0 37.3 0.2

２ 54.9 3.8 33.7 7.6

３ 31.0 0.0 68.7 0.3

記号 36.8 0.0 63.0 0.2

ｃ 7.3 31.0 55.5 6.2

１ 89.4 0.0 10.4 0.2

Ｘ 50.4 0.0 42.0 7.6

理由 23.4 26.3 40.3 9.9

３ 8.1 25.0 57.8 9.0

(1) 12.9 19.0 61.4 6.7

(2) 27.7 0.0 62.9 9.4

５ 21.2 34.6 37.9 6.4

１ 71.5 0.0 28.3 0.3

２ 83.2 0.0 16.2 0.6

(1) 62.7 0.0 31.0 6.3

(2) 49.5 37.3 11.4 1.8

問題番号

１

２

３

４

１

２

１

４

４

２

３

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1
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4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

正答 部分正答 誤答 無答
 

 

２ 指導のポイント 

 

上記の結果から定着に課題がみられた２４を取り上げて説明する。 

 

(1) 育成を目指す資質・能力 

   歴史に関わる事象の意味や意義を，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在との

つながりなどに着目して多面的・多角的に考察したり，思考，判断したことを説明した

りする力の育成を目指す。 

 

(2) 出題の意図 

   この問題は，西南戦争で行われた政策と日本銀行の設立という二つの歴史に関わる事象

の相互の関連について，資料を読み取って考察し，それを表現する力が養われているかど

うかを問う問題として作成した。 

具体的には，西南戦争によって紙幣の発行高が急増し，物価が急上昇したことを，資料

を読み取って捉え，日本銀行の役割と関連付けて考察し，日本銀行を設立した理由を説明

させる問題として作成した。 

 

(3) この問題を解く力を育成するには 

この問題を解く力を育成するための学習指導として，例えば，次のようなことが考えら

れる。 
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① 明治時代の政府が発行した紙幣や民間の銀行が発行した紙幣の写真を教師が提示し，

生徒は現在の紙幣と比較して気付きを出し合い，「明治時代の 1882 年に日本銀行が設

立されるまでは，政府や民間の銀行が紙幣を発行していたが，現在のように日本銀行の

みが紙幣を発行できるように変更したのはなぜか。」と課題を設定する。 

② 歴史的分野の既習事項のうち，日本銀行の設立のころのできごととして，「1877 年に，

西郷隆盛を中心として鹿児島の士族などが起こした反乱を政府軍が鎮圧した西南戦争」

について振り返らせ，このころの「紙幣の発行高の推移を示したグラフ」と，「米価の

推移を示したグラフ」を教師が提示し，読み取らせる。前者のグラフについて，西南戦

争の戦費は政府が紙幣を発行することでまかなわれたという事実を補足する。 

③ ②と日本銀行の役割とを関連付けて，日本銀行のみが紙幣を発行できるように変更し

た理由を考察させる。生徒からは，「米価が急上昇したのは，紙幣の発行高を急激に増

やしたからではないか。」「米価を安定させるためには，紙幣の発行高を管理する必要

があるのではないか。」「紙幣の発行高を管理するために設立されたのが日本銀行なの

ではないか。」などの意見が出ると予想される。 

④ そこで，紙幣の発行高と米価（物価）との関係を説明するための知識として，後に公

民的分野で学習する「需要と供給の関係」の知識を教師が説明し，さらに考えさせる。 

⑤ ④の知識を活用させて，日本銀行の役割について，西南戦争による紙幣の発行高の急

増と物価の急上昇とを関連付けて生徒に説明させ，全体で共有する。 

 

(4) デジタル機器の活用 

   ①の導入の場面では，生徒の気付きをタブレット端末に入力させ，大型提示装置や電子

黒板に一斉表示することによって，教室全体で共有するような活用が考えられる。また，

②の二つのグラフを提示する場面では，大型提示装置や電子黒板に表示して教室全体で共

有するとともに，タブレット端末にも表示し，生徒が手元でそれらのグラフに書き込みな

がら考察するときに活用することも考えられる。さらに，⑤の生徒が説明する場面では，

タブレット端末でグラフ内に書き込んだものやキーワードなどを提示しながら自分の考え

を説明するときに活用することも，相手に分かりやすく伝える上で有効であると考える。 

 

(5) 留意事項 

   指導に際しては，④の場面における「需要と供給の関係」の知識は，後に公民的分野で

学習する知識であるが，①の課題を解決するために必要な知識であるため，教師が説明す

る。このように他分野との関連にも配慮することによって，歴史に関わる事象の相互の関

連について，より深く考えさせることができる。  
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数  学 

 

１ 出題のねらい及び正答率 

 

数と式，図形，関数及び資料の活用の各領域において，基礎的・基本的な知識及び技能，

数学的な思考力，判断力，表現力をみる。 

 

各問題のねらい（以下，（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１ 数と式や図形，関数，確率について，基礎的・基本的な知識及び技能をみる問題である。 

（１）正の数と負の数の四則計算をすることができる。（83.9％） 

（２）与えられた条件を満たす式の値を求めることができる。（88.1％） 

（３）平方根を含む式の計算をすることができる。（79.4％） 

（４）二次方程式を解くことができる。（63.0％） 

（５）与えられた条件を満たす錐体の体積を求めることができる。（72.5％） 

（６）座標平面における２点間の距離を求めることができる。（51.7％） 

（７）関数 のグラフの開く方向と開き具合を，比例定数 の符号と絶対値の大きさ

に関連付けて理解している。（81.5％） 

（８）与えられた条件を満たす確率を求めることができる。（74.0％） 

 

２ 数と式や関数について，数学的な思考力，表現力をみる問題である。 

（１）平方根の大小を基に，与えられた条件を満たす値を求めることができる。（35.9％） 

（２）事柄が成り立つ理由を，文字式を利用して説明することができる。（23.1％） 

（３）具体的な事象について，式やグラフを用いて，与えられた条件を満たす値を求めるこ

とができる。（12.8％） 

 

３ 図形について，数学的な思考力をみる問題である。 

  与えられた条件に基づいて図形を考察し，図形の面積比を求めることができる。 

（2.7％） 

 

４ 関数について，基礎的・基本的な知識及び技能，数学的な思考力をみる問題である。 

（１）与えられた条件を満たす点の 座標を求めることができる。（64.6％） 

（２）与えられた条件を満たす比例定数を求めることができる。（4.1％） 
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５ 統計について，日常生活の中で問題を解決する場面での基礎的・基本的な知識及び技能，

数学的な思考力，判断力，表現力をみる問題である。 

（１）与えられた資料を基に，範囲を選ぶことができる。（84.4％） 

（２）与えられた資料を基に，事象を数学的に判断し，その理由を数学的な表現を用いて説

明することができる。（28.0％） 

 

６ 図形について，数学的な思考力，表現力をみる問題である。 

（１）作図した半直線が角の二等分線であることを，三角形の合同条件を利用して証明する

ことができる。（13.5％） 

（２）垂線の作図について考察することができる。（42.0％） 

（３）事柄が成り立つ理由を，図形の性質を利用して説明することができる。（1.0％） 

 

※正答率詳細  

数学 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

(1) 83.9 0.0 15.9 0.3

(2) 88.1 0.0 10.8 1.2

(3) 79.4 0.0 17.4 3.2

(4) 63.0 1.3 31.5 4.1

(5) 72.5 0.0 24.1 3.4

(6) 51.7 0.2 37.6 10.5

(7) 81.5 0.0 18.2 0.3

(8) 74.0 0.0 24.0 2.0

(1) 35.9 2.8 46.9 14.4

(2) 23.1 24.8 24.6 27.5

(3) 12.8 0.0 59.8 27.4

３ 2.7 0.0 79.8 17.5

(1) 64.6 0.4 29.1 5.9

(2) 4.1 0.0 55.5 40.4

(1) 84.4 0.0 14.2 1.4

(2) 28.0 13.0 53.0 6.0

(1) 13.5 16.6 38.2 31.7

(2) 42.0 0.4 54.1 3.6

(3) 1.0 2.2 83.2 13.5

５

６
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正答 部分正答 誤答 無答  

 

２ 指導のポイント 

 

上記の結果から，定着に課題がみられた５（２）を取り上げて説明する。 

 

(1) 育成を目指す資質・能力 

データの分布に着目し，その傾向を読み取り批判的に考察して判断する力を育成するこ

とを目指す。 
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(2) 出題の意図 

この問題は，統計的な問題解決の場面において，どの代表値が根拠としてふさわしい

か，分布の形に着目しているか，分析した結果から得られる結論が妥当かなどを，批判

的に考察して判断できているかを問う問題として作成した。 

具体的には，市役所の動画の作成を，インターネット上に投稿した動画が人気となっ

ている３人（インフルエンサー）のうちの１人に依頼する場面を設定し，まずその３人

の動画再生回数の代表値等から２人に絞り，次にヒストグラムから読み取れる特徴を基

に，２人のうちのどちらにするかを判断し，それを数値を用いて適切に表現させる問題

として作成した。 

 

(3) この問題を解く力を育成するには 

   この問題を解く力を育成するための学習指導として，この問題を，例えば，「自分た

ちの学校を紹介する動画の作成を依頼する人を決める」と場面設定を変えて，次のような

展開で実施することが考えられる。 

  ① 「Ｘさん，Ｙさん，Ｚさんの中から依頼する人を１人選び，選んだ根拠を他の人に説

明しよう」という課題を提示する。その後，「Ｘさん，Ｙさん，Ｚさんが投稿した動

画のうち，直近50本の動画についての再生回数の平均値，最大値，最小値について

まとめた表」を見せ，誰に依頼するかを選ばせ，選んだ根拠を表から読み取った数

値を用いて書かせる。 

 ② 表からＸさんを選ぶ生徒はいないと予想されるので，ＹさんかＺさんの２人に絞

り，同じ人を選んだ生徒同士で２グループずつ作り，選んだ根拠についてグループ

内で意見交換させ，最も説得力があると判断した根拠をグループ内で１つ決める。 

 ③ どちらの人を選んだか，その根拠をグループごとにクラス全体に発表させる。発

表後，教師が「根拠としてなぜその数値に着目したか」と問い，複数の数値を比較

して気付いたことや，選んだ数値がもつ意味などを基に説明させる。このような問

いをすることで，代表値等について様々な解釈ができることを全体で共有する。 

④ さらに分析するために，「他にどんなことが分かればよいか」と問うた場合，「50

本の再生回数が全部分かればいいのでは」といった意見が出ることなども予想され

る。その場合，50 本の再生回数を羅列したものを見せ，ヒストグラムを作成する必要

性を理解させた上で，それぞれをヒストグラムに整理したものを提示する。その後，

ヒストグラムを比較して読み取った特徴を根拠に加え，各自でどちらに依頼するかを

プレゼンテーションする資料を作成させるといった活動が考えられる。その際，読

み取った特徴は数値を用いて表現させる。 

⑤ ②で作ったグループ内で１人ずつプレゼンテーションを行い，最も説得力がある

と判断したものを１つ決めて，グループの意見とする。 
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⑥ Ｙさんを選んだ２グループのうちの 1 グループ，Ｚさんを選んだ２グループのう

ちの 1 グループにそれぞれプレゼンテーションを行わせ，残りの２グループがそれ

を聞き，どちらのプレゼンテーションが説得力があるかを判定させる。 

⑦ 判定した結果について，各自で「根拠に説得力があると感じた点」，「根拠とし

て改善したほうが良い点」について記述させることを通して，代表値の意味や傾向

等を捉えることの意味について整理させる。記述したものは全体で共有する。 

⑧ 共有した他の人の考えを基に，自分自身が選んだ代表値や捉えた傾向が，根拠とし

てふさわしいものであったかどうかを振り返らせ，感じたことや気付きを個人でワーク

シートに記入させる。 

 

(4) デジタル機器の活用 

   上記授業例では，次のようなデジタル機器の活用が考えられる。 

①において，依頼する人を選ぶアンケートを配信し，回答を返信させ集計結果を可視化

することで，授業への取組の意欲を向上させることができる。 

   ④において，プレゼンテーションソフトなどを用いてプレゼンテーション資料を作成す

ることで，効果的に相手に自分たちの根拠を伝えることができる。 

   ⑦において，クラウドで共同編集が可能なシートを使用することで，同時に共有するこ

とができる。 

 

(5) 留意事項 

⑥において，主張の異なるグループに対し，主張の根拠を崩すように，「選んだ数

値にはどんな意味があるか」などの質問や指摘をさせ，それに答えさせる等のやりと

りをすることで，読み取った特徴が選んだ数値で適切に表現されているかを，より批

判的に考察できると考えられる。 

また，⑥では，プレゼンテーションをしたグループと判定をしたグループが入れ替

わり，再度プレゼンテーションを行う。 
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理  科 

 

１ 出題のねらい及び正答率 

 

第１分野及び第２分野ともに，基礎的・基本的な知識・理解，科学的な思考力・表現力及

び観察・実験の技能をみる。 

 

各問題のねらい（以下，（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１ 物質の性質に関する資料を素材として，基礎的・基本的な知識・理解，科学的な思考力

・表現力及び観察・実験の技能をみる問題である。 

１ 展性について理解している。（64.0％） 

２ 鉄と塩酸の反応により発生する気体を，化学式で表すことができる。（34.9％） 

３（１）メスシリンダーの目盛りを読み取ることができる。（79.1％） 

   （２）実験によって得られた密度について，空気の泡による体積の増加と関連付けて考

察し，それを表現することができる。（19.7％） 

４（１）質量パーセント濃度について理解している。（58.6％） 

   （２）３種類の小片の素材について，実験の結果とそれぞれの密度とを関連付けて考察

し，それを表現することができる。（小片Ａ，Ｂ，Ｃ 69.3％，ａ・ｂ 53.5％） 

 

２ 身近な植物に関する資料を素材として，基礎的・基本的な知識・理解，科学的な思考力

・表現力及び観察・実験の技能をみる問題である。 

１（１）双子葉類について理解している。（51.1％） 

（２）顕微鏡の操作について理解している。（71.2％） 

（３）細胞分裂の進行する順序について理解している。（88.6％） 

２ 観察の結果から，茎を成長させる細胞分裂が行われている部分について考察し，それ

を表現することができる。（53.8％） 

３（１）デンプンであることを確かめる方法とその結果について理解している。（65.7％） 

（２）子葉が茎の成長に関係することを確かめるための対照実験を計画し，それを表現

することができる。（26.2％） 

 

３ 電熱線に電流を流して水の上昇温度を測定する実験を素材として，基礎的・基本 

的な知識・理解，科学的な思考力・表現力及び観察・実験の技能をみる問題である。 

１ 水の上昇温度を正確に測定するための方法について理解している。（60.5％） 

２ 電流を流す時間と水の上昇温度との関係をグラフで表すことができる。（74.7％） 
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３ 電熱線が消費する電力と電流による発熱量との関係について考察し，それを表現する

ことができる。（51.2％） 

４（１）電力量について理解している。（37.1％） 

（２）回路全体に流れる電流及び回路全体の抵抗について考察することができる。 

（26.4％） 

５ 与えられた条件を満たす回路を図で表すことができる。（42.6％） 

 

４ 各季節の特徴的な雲や天気に関する資料を素材として，基礎的・基本的な知識・理解及

び科学的な思考力・表現力をみる問題である。 

１ 雲が発生する仕組みについて理解している。（58.2％） 

２ 積乱雲について理解している。（84.7％） 

３ 寒冷前線が通過する際の気温，湿度及び風向の変化について理解している。（81.3％） 

４ 温暖前線に伴う雲の特徴について考察し，それを表現することができる。（5.7％） 

５ 日本列島に吹く季節風について考察し，それを表現することができる。（18.2％） 

６ 日本海側における多雪の仕組みについて，日本海の影響と関連付けて考察し， 

それを表現することができる。（49.3％） 

 

 ※正答率詳細  

理科 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

１ 64.0 0.0 36.0 0.1

２ 34.9 0.0 58.2 6.9

(1) 79.1 0.0 19.9 1.0

(2) 19.7 6.7 66.6 7.0

(1) 58.6 0.0 38.0 3.4

小片Ａ，Ｂ，Ｃ 69.3 0.0 30.4 0.4

a・b 53.5 3.6 39.2 3.7

(1) 51.1 0.5 48.3 0.1

(2) 71.2 0.0 28.6 0.2

(3) 88.6 0.0 11.3 0.1

２ 53.8 4.5 41.4 0.3

(1) 65.7 1.6 29.6 3.1

(2) 26.2 0.3 65.3 8.1

１ 60.5 4.9 31.6 3.0

２ 74.7 4.5 17.9 2.8

３ 51.2 6.1 32.0 10.7

(1) 37.1 0.0 58.8 4.1

(2) 26.4 0.0 70.0 3.6

５ 42.6 0.0 55.7 1.7

１ 58.2 0.0 39.5 2.4

２ 84.7 0.0 15.1 0.2

３ 81.3 0.0 18.4 0.3

４ 5.7 7.0 72.1 15.2

５ 18.2 4.3 76.3 1.2

６ 49.3 5.3 39.1 6.3

１
３

４
(2)

問題番号

２

３

４

１

３

４

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

正答 部分正答 誤答 無答  
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２ 指導のポイント 

 

  上記の結果から，定着に課題がみられた４４を取り上げて説明する。 

 

(1) 育成を目指す資質・能力 

自然の事物・現象に関わり，それらの中に問題を見いだし，自ら進んで探究する活

動を行い，分析して解釈し表現することを通して，規則性や関係性を見いだしたり，

課題を解決したりする力の育成を目指す。 

 

(2) 出題の意図 

この問題は，雲の特徴を空間的な視点で捉え，雲のでき方と関連付けて考察し，そ

れを表現させることを通して，気象とその変化についての規則性や関係性を見いだす力

が育成されているかどうかを問う問題として作成した。 

具体的には，温暖前線の前線面は温暖前線から遠ざかるほど高度が高くなる構造で

あることを捉え，雲は，高度が高いほど気温が低くなることによって氷の結晶を含み

やすくなることと関連付けて考察し，温暖前線に伴う雲は，温暖前線から遠ざかるほ

ど氷の結晶を多く含むことを表現させることを通して，気象とその変化についての規則

性や関係性を見いださせる問題として作成した。 

 

(3) この問題を解く力を育成するには 

この問題を解く力を育成するための学習指導として，次のような，温暖前線に伴う雲

と前線の構造について，雲のでき方と関連付けて探究したくなるような課題を設定し

た学習指導が考えられる。 

① 次の写真のように，太陽のまわりに光の輪が見える現象を日暈という。この写真の提

示と，「太陽や月に暈がかかると雨」という天気のことわざの紹介をし，気象について

関心をもたせるとともに，単元の最後にこの天気のことわざを科学的根拠に基づいて説

明させる課題を設定する。 
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② ①での写真の提示の際，太陽のまわりに見える光の輪は，太陽からの光の進む道すじ

が雲に含まれている氷の結晶によって曲げられることにより観察できることを教師が伝

え，雲のでき方と関連付けて考察させることにより，日暈の原因となる雲は高度が高い

ところにできることを見いださせる。 

③ ②の後，日暈を観察した地点では，日暈の観察時に上空に広がる雲は雨を降らせず，

翌日等に上空に広がる雲によって雨が降りやすくなることを伝える。その際，前線の移

動や天気の移り変わりについて考察できるような資料を提示しながら，雨が降るまでの

時間の経過に伴って上空に広がる雲の種類が変化していることや温暖前線の観測地点へ

の接近により前線付近で雨が降ること，その温暖前線を伴う低気圧が偏西風の影響で西

から東へ移動していることを見いださせる。 

④ ②及び③を関連付けて考察させることにより，観察地点の西側にある温暖前線が接近

することによって雨が降ること，その温暖前線の前線面に沿って東側へ遠ざかるほど高

度が高くなり，氷の結晶を多く含む雲ができやすくなること，その氷の結晶を含んだ雲

が上空に広がることにより日暈が観察されること等を結び付けることが可能となり，こ

とわざの科学的根拠を見いだすことができる。 

⑤ ④の後，日暈の観察時に発生する雲が巻層雲であることを伝え，日暈や巻層雲につい

てインターネットでの検索により調べさせる。その後，④で見いだしたことわざの科学

的根拠について，模式図を用いてレポートや発表資料を作成させることで，課題を解決

させる。 

 

(4) デジタル機器の活用 

②で光の進む道すじが曲げられる様子に関する図の提示，③で前線の移動や天気の移り

変わりの考察時での天気図や観測データの提示，⑤でプレゼンテーションソフトによる発

表資料の作成等で，デジタル機器の活用が考えられる。 

 

(5) 留意事項 

②～⑤の考察や表現の場面では，各事象を時間的・空間的な視点で捉えて考察や表現を

させ，気象とその変化についての規則性や関係性を見いださせるようにする。特に⑤

の際には，生徒自身に模式図をかかせることにより，温暖前線に伴う雲のうち氷の結晶

を多く含む雲ができる位置について，前線面を基に空間的な視点で捉え，雲のでき方

と関連付けて考察させるようにする。 
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英  語 

 

１ 出題のねらい及び正答率 

 

「聞くこと」，「話すこと」，「読むこと」及び「書くこと」の４領域において，英語を理解

し，英語で表現する能力を総合的にみる。 

 
各問題のねらい（以下，（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 
１ 英語による放送を聞き，その内容を理解する能力及び自分の考えを表現する能力をみる

問題である。 

  Ａ 対話の概要や要点を理解し，質問に対する応答として最も適切な英文や図を選ぶこと

ができる。(No.1 93.4％, No.2 37.4％, No.3 67.9％，No.4 56.6％) 

  Ｂ 英文の概要や要点を理解し，質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わるように

英文を書くことができる。(10.8％) 

 
２ 会話文を読み，その内容について総合的に理解し表現する能力をみる問題である。 

 １ 会話文の要点を的確に捉えることができる。(86.8％) 

 ２ 会話文の流れに合った適切な語を書くことができる。(18.9％) 

 ３ 場面や状況に合った適切な表現を選ぶことができる。(70.9％) 

 ４ 会話文の概要や要点を的確に捉えることができる。((1) 59.9％，a 44.4％， 

b 56.8％，(2) 19.2％) 

５ 会話文の内容に基づいて，自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書くこと

ができる。(10.8％) 

 
３ 長い文章を読み，その内容について総合的に理解し表現する能力をみる問題である。 

１ 文章の要点を理解し，英語による質問に英語で適切に応答することができる。 

((1) 36.4％，(2) 33.9％) 

２ 指示された内容に合った適切な英文を選ぶことができる。(42.1％) 

  ３ 文章の流れに合った適切な語を考えて書くことができる。(38.5％) 

  ４ 与えられた語を適切に並べ替えることができる。(21.9％) 

５ 文章の概要や要点を理解し，本文の内容に合った英文を選ぶことができる。(28.6％) 

  ６ 文章の概要や要点を理解し，自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書くこ

とができる。((1) 15.4％，(2) 21.1％) 
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４ 日常生活の場面において，資料を基に表現内容を工夫してコミュニケーションを行う能

力をみる問題である。(Ａ 25.2％，Ｂ 16.0％，Ｃ 18.8％) 

 
※正答率詳細 

英語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

№1 93.4 0.0 6.5 0.1

№2 37.4 0.0 62.6 0.1

№3 67.9 0.0 31.8 0.3

№4 56.6 0.0 43.2 0.2

Ｂ 10.8 43.2 34.0 12.0

１ 86.8 1.2 11.5 0.5

２ 18.9 0.0 73.4 7.7

３ 70.9 0.0 28.7 0.4

(1) 59.9 0.5 32.2 7.3

a 44.4 0.0 55.4 0.2

b 56.8 0.0 43.0 0.3

(2) 19.2 0.1 67.5 13.1

５ 10.8 50.0 23.7 15.5

(1) 36.4 10.9 39.1 13.6

(2) 33.9 25.2 28.9 12.1

２ 42.1 0.0 57.2 0.7

３ 38.5 0.3 50.0 11.2

４ 21.9 0.8 73.8 3.6

５ 28.6 0.0 70.0 1.4

(1) 15.4 22.0 41.7 20.8

(2) 21.1 21.3 40.0 17.7

Ａ 25.2 27.9 37.7 9.2

Ｂ 16.0 22.0 36.3 25.7

Ｃ 18.8 21.7 42.1 17.4

問題番号

１
Ａ

２

３

４

４

１

６

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1
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8

9
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15
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19

20

21

22

23

24

正答 部分正答 誤答 無答
 

 

２ 指導のポイント 

 

上記の結果から，定着に課題がみられた２５を取り上げて説明する。 

 

(1) 育成を目指す資質・能力 

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話

題について，外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり，これらを活用して表現したり

伝え合ったりすることができる力の育成を目指す。 

 
(2) 出題の意図 

この問題は「読むこと」と「書くこと」の２つの領域を統合した問題である。社会的な

話題に関して読んだことに基づいて，自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書

くことができるかどうかを問う問題として作成した。 

具体的には，海洋プラスチック問題に関する会話文を読み，登場人物が伝えようとして
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いることの要点を把握し，それに基づいて，賛否とその理由が読み手に正しく伝わるよう，

文と文とのつながりなどに注意して論理的な文章を書くことができるかどうかを問う問題

として作成した。 

 
(3) この問題を解く力を育成するには 

この問題を解く力を育成するための学習指導として，例えば次のようなことが考えられ

る。 

この事例では，中学校第３学年において，「日本はペット売買を禁止すべきか否か」を

題材とした文章を読み，内容に対する賛否やその理由をＡＬＴに伝えるという場面を設定

している。 

① 単元の目標を示し，最終的にＡＬＴに自分の考えを伝える活動を行うことを予告す

る。 

② 導入として，単元の題材に対する興味・関心を高めるための活動を行う。例えば，ペ

アを組ませ，一方には「日本のペット事情」，他方には「外国のペット事情」など，題

材に関連する２つの異なる短い映像をそれぞれに視聴させる。視聴後は内容について説

明させたり，質問し合ったりさせる。 

③ 全体の場で２つの映像を見せる。その後，複数のペアを選出し，②のやり取りの内容

を共有させる。これにより，題材に関連する語彙や表現を学ばせる。 

④ 題材に関する文章を読ませる。その後，教師は英語で文章に関する質問をし，内容理

解の確認を行う。また，文章全体としての構成や論理の展開を押さえさせた上で，書き

手が伝えようとしている要点を把握させる。新出の言語材料の意味や用法についても説

明する。 

⑤ 読んだ文章について賛否を明らかにさせる。次に，その理由や根拠を述べる際に必要

であると思われる情報やキーワードを，文章から抜き出して簡潔にメモし，それを使っ

て賛否やその理由，根拠の３つの要素を図式化するなどして，考えを整理させる。 

⑥ 賛成派と反対派のグループに分け，メモを見ながら賛否やその理由，根拠を述べさせ

る。その後，グループ内でメモの内容を比較させたり整理させたりする。 

⑦ ⑥の活動を通して自分の考えを振り返り，それをメモに加筆させる。 

⑧ 文章の構成や論理の展開を理解させるために，それらが十分に示されていない事例を

全体に提示し，全員でまとまりのある文章になるように修正させる。 

⑨ ⑧の活動を踏まえ，メモを基にしてＡＬＴに伝えるための文章を書かせる。 

⑩ さらに賛成派と反対派でペアを組ませ，書いた文章を互いに聞いてもらったり読んで

もらったりする。また，内容について感想を伝え合ったり，相手の考えとその理由や根

拠につながりがあるかどうかをメモも参照しながら指摘し合ったりする。的確な指摘が

できていない場合は教師がヒントを示し，気付きを促す。 
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⑪ ⑩のやり取りを参考にしながら各自で文章を推敲させる。教師は内容，構成，論理の

展開に関して注意を促すためのチェックリストを作成しておき，それを活用させる。 

⑫ ＡＬＴに対して自分が書いた内容を伝える。ＡＬＴは優れた発表を数点選び，教師は

それらを基にフィードバックを行う。 

 
このような言語活動を計画的・系統的に行わせることによって，読んだことに基づいて，

自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書く力を育成することができると考えら

れる。 

 

(4) デジタル機器の活用 

   ②，③のように単元の題材に対する興味・関心を高める場面でタブレット端末や電子黒

板を用いて映像等を提示することができる。また，⑥のように複数の考えを比較したり情

報を整理したりする場面では，それぞれのメモをタブレット端末にまとめさせてオンライ

ンで共有することも考えられる。さらに⑧のように文章を全員で修正する場面や，⑫のよ

うにフィードバックを行う場面では，電子黒板等を活用して，注目させたい部分を拡大し

たり，修正や助言を書き込んだりすることで生徒の理解を促すことができると考えられる。 

 

(5) 留意事項 

読み手に正しく伝わる文章を書くためには，⑧のような活動を取り入れたり，手本とな

るような文章を数多く提示したりして書き方を学ばせた上で，その後に自分の力で書くこ

とができるようにするといった段階を踏むことが大切である。その際，I think や I agree な

どの表現を用いて賛否を述べたり，because や so などの接続詞を用いて自分の考えとその

理由や根拠の関係を明確にしたりして，論点を明らかにするよう指導することも重要であ

る。 

⑤の段階でつまずく生徒に対しては，書きたい内容を引き出すような質問をしたり，メ

モの一部を日本語で書かせたり，辞書の使用を促したりして支援することが考えられる。

その上で⑥のようなやり取りを行う活動を設定し，他者と共有した情報や表現も参考にし

て考えさせる。また，理由や根拠が曖昧であることも予想されるため，それらの関連性に

ついてグループ内で検討させる。 
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Ⅲ　令和３年度学力検査問題，採点基準
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　資料Ⅱ
　　ピラミッドの写真
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　資料Ⅲ
　　ピラミッドの写真
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　ア　トーリア大聖堂の写真
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　イ　アルベロベッロの
　　　トゥルッリの写真
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　ウ　トナカイとともに
　　　暮らす人々の写真
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